
本局のトピックス
　・新局長　関口高士　ご挨拶
特集
　・中部の森林　林業従事者写真コンテスト
各地からの便り
　・「立山天空の森」整備活動計画の協定締結ほか
シリーズ
　・森林官からの便り、私の森語り、中部の保護林、
　　　　　秘蔵写真・今は昔の林業、国有林モニターのご紹介

令和４年７月 第 220号

林野庁中部森林管理局

写真：「間伐された高齢級ヒノキ林」（愛知所管内　段戸国有林）

2022/No.220

私の森語り
「キハダを

用いた信州
木曽の伝統

薬

『百草・百
草丸』を未

来へ」

日野製薬株
式会社　代

表取締役社
長　石黒和

佳子



❶❷

第 220号 令和４年７月〈本局のトピックス／新局長就任ご挨拶〉　
六
月
二
十
八
日
付
で
中
部
森
林
管
理

局
長
に
就
任
し
た
関
口
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
部
森
林
管
理
局
に
関
わ
る

す
べ
て
の
方
々
に
、
あ
ら
た
め
て
日
頃

か
ら
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
の
ご

支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
中
部
局
あ
る
い
は
局
管
内
の

国
有
林
の
特
徴
と
は
ど
ん
な
も
の
で

し
ょ
う
か
。
全
国
に
七
つ
の
森
林
管
理

局
が
あ
り
ま
す
が
、
国
有
林
面
積
約

六
十
五
万
㌶
は
四
番
目
、
位
置
的
に
も

真
ん
中
あ
た
り
と
い
か
に
も
中
庸
で
す

が
、
質
的
に
み
る
と
雄
大
な
自
然
と
そ

れ
に
伴
う
観
光
資
源
の
多
さ
、
木
曽
ヒ

ノ
キ
に
代
表
さ
れ
る
高
品
質
な
木
材
資

源
、
標
高
差
か
ら
く
る
樹
種
の
多
様
性

等
々
、様
々
思
い
浮
か
ぶ
と
こ
ろ
で
す
。

　

木
材
で
言
え
ば
、
伊
勢
神
宮
で
の
式

年
遷
宮
に
管
内
国
有
林
の
ヒ
ノ
キ
材
が 新

局
長
就
任
ご
挨
拶

�

中
部
森
林
管
理
局
長
　
関せ
き
ぐ
ち口

　
高た
か
し士

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
有
名
で
す
が
、

令
和
元
年
の
皇
位
継
承
の
儀
式
に
お
い

て
建
立
さ
れ
た
大
嘗
宮
に
も
管
内
の
カ

ラ
マ
ツ
材
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
原
生
的
な
自
然
や
希
少
な
野

生
動
植
物
を
保
護
す
る
保
護
林
の
設

定
、
森
林
浴
や
自
然
観
察
等
の
利
用
を

目
的
と
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森

の
設
定
等
、
木
材
以
外
の
森
林
の
機
能

に
着
目
し
た
取
組
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

問
題
は
、
中
部
局
に
限
ら
ず
国
有
林

全
体
の
課
題
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
が
国
有
林
で
行
わ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
ど
の
く
ら
い
の
方

た
ち
が
知
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
七
局
の
中
で
は
、
中
部
局
は

地
域
の
方
た
ち
と
近
い
関
係
に
あ
る
、

と
信
じ
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

山
の
人
間
は
、
寡
黙
で
あ
る
こ
と
が

美
徳
、
と
い
う
雰
囲
気
が
無
き
に
し
も

非あ
ら

ず
で
す
が
、
関
係
者
の
皆
様
と
職
員

が
協
力
し
て
一
生
懸
命
進
め
た
取
組

が
、
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
残

念
な
限
り
で
す
。
様
々
な
取
組
を
発
信

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
有
林
が
良
い

意
味
で
多
く
の
皆
様
の
心
に
浮
か
ぶ
機

会
が
増
え
れ
ば
、と
考
え
て
い
ま
す（
そ

の
結
果
、「
国
有
林
が
あ
っ
て
良
か
っ

た
ね
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ

の
上
な
い
喜
び
で
す
）。

　

ま
た
、
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
国

有
林
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
方
々
が
、
安

全
で
、
健
康
に
過
ご
せ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
特
に
林
業
と
い
う
こ
と
に
関
し

て
言
え
ば
、
他
の
産
業
に
比
べ
、
災
害

の
発
生
率
が
高
い
と
い
う
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
何
と
し
て
も

改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
目
指
す
方
向
は
一
致
し
て
い
る
の

で
、
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
取
組
が
進

め
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践
と
言
っ
て
し
ま
う

と
大
概
の
課
題
は
含
ま
れ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
生
物
多
様

性
の
保
全
と
い
っ
た
環
境
問
題
、
い
わ

ゆ
る
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
へ
の
対
応
等
国
有
林
に
求
め
ら
れ

る
役
割
は
そ
の
時
々
で
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
皆
様
と
と
も
に
、
課
題
に

向
き
合
え
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
略
歴

出
身
地　

埼
玉
県

平
成
２
年
４
月

　

林
野
庁　

管
理
部
管
理
課
採
用

平
成
24
年
４
月

　

林
野
庁　

林
政
部
林
政
課
広
報
官

平
成
26
年
４
月

　

東
北
森
林
管
理
局　

計
画
保
全
部
長

平
成
28
年
８
月

　

林
野
庁　

森
林
整
備
部
整
備
課

　
　

造
林
間
伐
対
策
室
長

平
成
30
年
７
月

　

林
野
庁　

国
有
林
野
部
業
務
課
長

令
和
元
年
10
月

　

林
野
庁　

国
有
林
野
部

　
　
　
　
　

経
営
企
画
課
長

令
和
３
年
４
月

　

林
野
庁　

森
林
整
備
部
計
画
課
長



❷

令和４年７月 第 220号〈本局のトピックス／退任にあたって〉　

こ
の
度
の
異
動
で
、
中
部
局
を
離
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
基
本
的
な
感
染

対
策
を
と
り
な
が
ら
、
実
行
方
法
を
工

夫
し
て
業
務
に
当
た
る
と
い
う
時
期
で

の
勤
務
で
し
た
が
、
関
係
の
皆
様
や
読

者
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
在
任
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
今
連
続
し
て
い
る
豪
雨
・
台
風
等

に
よ
る
災
害
は
、
在
任
し
た
令
和
三
年

度
も
、
お
盆
の
真
っ
只
中
に
発
生
し
ま

し
た
。関
係
の
市
町
村
や
県
と
連
携
し
、

被
害
状
況
の
把
握
、
応
急
復
旧
等
に
加

え
、
長
野
県
内
で
は
迂
回
路
提
供
に
よ

り
住
民
避
難
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

自
然
災
害
は
起
き
て
欲
し
く
な
い
こ
と

で
す
が
、
発
生
直
後
の
緊
急
対
応
が
い

か
に
重
要
か
に
直
面
す
る
出
来
事
で
し

た
。

　

他
方
、「
新
し
い
林
業
」の
実
践
に
向

け
て
は
、林
業
の
現
場
が
抱
え
て
い
る
、

丸
太
生
産
性
の
向
上
と
造
林
初
期
の
低

コ
ス
ト
化
の
実
現
に
向
け
、
生
産
性
向

上
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
伐
造
一
貫
作
業

に
継
続
し
て
取
り
組
み
、
着
実
に
前
進

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
低
コ
ス
ト

化
新
技
術
モ
デ
ル
実
証
の
検
討
を
行

い
、
伐
採
か
ら
造
林
初
期
ま
で
の
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
の
低
減
に
着
手
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク

と
い
わ
れ
る
輸
入
木
材
不
足
に
端
を
発

す
る
需
給
ひ
っ
迫
と
価
格
高
騰
は
、
国

内
資
源
の
供
給
力
を
高
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
和
ら
げ
る
と
と
も
に
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
を
含
め
た
木

材
・
木
質
素
材
、
と
り
わ
け
豊
富
な
国

内
資
源
の
利
用
拡
大
に
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
一
般
材
に
、
中
部
局
の
特
徴
に

な
っ
て
い
る
○
○国
高

木
曽
ヒ
ノ
キ
に
代

表
さ
れ
る
高
齢
級
人
工
林
材
や
特
殊
な

樹
種
・
規
格
材
の
供
給
を
合
わ
せ
て
、

国
有
林
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
広
域

流
通
、
域
内
流
通
と
も
、
プ
ラ
ス
の
変

化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

今
後
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。
供
給
に

携
わ
る
関
係
者
が
、
ヨ
コ
の
ま
と
ま
り

と
タ
テ
の
つ
な
が
り
を
強
固
に
す
る
こ

と
が
非
常
に
大
切
に
な
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

本
誌
を
は
じ
め
様
々
な
ツ
ー
ル
を

使
っ
て
中
部
局
の
取
組
を
発
信
し
て
お

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
国
有
林
野
の
管

理
経
営
に
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
県
及
び
市
町
村
、
関
係
す

る
法
人
・
会
社
、
並
び
に
本
誌
を
読
ん

で
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
に
１
年
間
の

御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様

の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
祈
念
致

し
ま
し
て
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

退
任
に
あ
た
っ
て
の

　
　
　
　
　
　
ご
挨
拶

�

前
局
長
　
上か
み

　
練れ
ん
ぞ
う三

インタビュー取材（R4.5.27：局長室）

令和４年度長野県植樹祭・長野地域森林祭（R4.5.28）：一番左が局長



❻ ❸❹

第 220号 令和４年７月〈特集記事／「中部の森林　林業従事者写真コンテスト」の作品募集中〉 　

季
節
や
天
候
で
日
々
変
化
す
る
自
然
を
相
手

に
し
た
山
の
中
の
林
業
の
現
場
…
。
普
段
は
人

目
に
触
れ
な
い
、
人
里
離
れ
た
森
林
で
安
全
第

一
に
頑
張
っ
て
い
る
林
業
従
事
者
の
姿
や
林
業

の
現
場
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
中
部

森
林
管
理
局
主
催
の
「
中
部
の
森
林
、
林
業
従

事
者
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。

応
募
作
品
の
テ
ー
マ
は
、

�

「
令
和
の
林
業
に
携
わ
る
姿
と
風
景
」

　

令
和
以
降
に
撮
影
さ
れ
た
伐
採
、
集
造
材
、

運
材
、
造
林
、
安
全
作
業
、
新
技
術
、
休
息
時

間
、
通
勤
、
監
督
、
調
査
な
ど
、
山
で
働
く
あ

ら
ゆ
る
場
面
の
一
コ
マ
を
募
集
し
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
単
独
の
作
業
だ
け
で
な
く
、
ド
ロ
ー
ン

で
撮
影
し
た
チ
ー
ム
全
体
の
作
業
風
景
も
被
写

体
と
な
り
、
動
画
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
静
止
画

像
も
対
象
で
す
。

　

応
募
の
対
象
者
は
、
富
山
県
、
長
野
県
、
岐

阜
県
、
愛
知
県
の
森
林
で
働
く
林
業
従
事
者
と

そ
れ
に
関
係
す
る
調
査
等
を
す
る
方
に
限
定
し

て
い
ま
す
。

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
広
報
誌
や
デ

ジ
タ
ル
森
林
紀
行（
通
称「
デ
ジ
森
」）と
同
じ
よ

う
に
当
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
貴
重
な
記
録
と

し
て
保
存
す
る
と
と
も
に
広
く
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

林
業
従
事
者
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

写真募集
森で撮れた、自分や

同僚・仲間の　　　

な写真を送ってください。
応募は簡単！

人
技

撮影は安全第一で

主催：中部森林管理局
共催：長野国有林森林整備協会、名古屋造林素材生産事業協会、
　　　富山県森林組合連合会、長野県森林組合連合会、
　　　岐阜県森林組合連合会、愛知県森林組合連合会
後援：富山県、長野県、岐阜県、愛知県

写真はデジカメ・スマホ
・ドローンなどなんでも

応募できる撮影地域は

富山・長野・岐阜・愛知県内
応募は一人5点まで

令和の林業に携わる姿と風景

応募要領はこちらPRポスター VerR4.7.1 QR コードから

中
部
の
森
林

林
業
従
事
者
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

◆入選作品について
・発表　　：中部森林管理局HPに掲載します。
・賞　　　：最優秀賞１点、優秀賞４点、入選１０点
◆応募写真について
・令和以降に撮影された未発表作品であること。
・応募作品の使用権は主催者（中部森林管理局）に属します。
　また、作品は展示用にプリントするなどして使用します。
◆表彰式
　令和５年２月には入選のお知らせと、表彰式出席の可否を確認させて
　いただきます。
　※肖像権に関わる問題が生じた場合は、応募者の責任とします。

くわしい
応募要領は
こちら



〈各地からの便り〉

❻❹

令和４年７月 第 220号

【
富
山
森
林
管
理
署
】

　

五
月
二
十
一
日
、「
社
会
貢
献
の
森
」

の
協
定
を
締
結
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

き
ん
た
ろ
う
倶
楽
部（
以
下「
倶
楽
部
」）

と
富
山
市
大お

お
さ
わ
の

沢
野
国
有
林
に
お
い
て
、

竹
の
除
去
作
業
及
び
除
去
し
た
竹
の

チ
ッ
パ
ー
粉
砕
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
沢
野
国
有
林
は
防
風
保
安
林
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
下
層
植
生
を
促
進
さ

せ
防
風
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的

に
、「
風
と
せ
せ
ら
ぎ
の
森
林
」の
名
称

で
二
〇
一
〇
年
よ
り
活
動
を
行
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
曇
り
空
で
し
た
が
、
倶
楽
部

の
会
員
七
名
と
森
林
管
理
署
職
員
四
名

で
作
業
を
行
い
、
心
地
よ
い
汗
を
か
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
月
二
十
六
日
に
は
、
富
山

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
内
の
自
然
体
験

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
新
た
な
国
民
参

加
の
森
林
づ
く
り
活
動
の
取
組
で
あ
る

「
立
山
天
空
の
森
」整
備
活
動
計
画
協
定

書
の
調
印
式
が
倶
楽
部
と
当
署
に
よ
り

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

調
印
式
は
、
倶
楽
部
の
通
常
総
会
と

合
同
で
開
催
さ
れ
、会
員
が
見
守
る
中
、

当
署
の
中な

か
し
ま島
章あ
き

文ふ
み

署
長
と
倶
楽
部
の

山や
ま
も
と本
茂し
げ

行ゆ
き

副
理
事
長（
理
事
長
代
理
）が

調
印
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
立
山
天
空
の
森
」
整
備
活
動
計
画

は
、
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
沿
線

の
緑
化
復
元
事
業
の
際
に
肥
料
木
と
し

て
植
栽
さ
れ
た
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
が
、

現
在
は
大
き
く
繁
茂
し
て
お
り
、
観
光

バ
ス
等
の
交
通
の
安
全
や
美
し
い
眺
望

の
支
障
と
な
る
ほ
か
、
本
来
の
植
生
へ

の
遷せ

ん
い移
が
停
滞
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ

る
た
め
除じ

ょ
ば
つ伐
等
を
実
施
す
る
も
の
で

す
。

　

昨
年
度
、
関
係
機
関
、
地
元
企
業
、

専
門
家
等
で
構
成
さ
れ
る
立
山
ル
ー
ト

緑
化
研
究
委
員
会
と
連
携
し
、
富
山
県

森
林
研
究
所
等
の
助
言
を
い
た
だ
き
な

が
ら
試
験
的
に
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
の
除

伐
作
業
を
倶
楽
部
の
み
な
さ
ま
と
実
施

し
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
協
定
を
締
結

し
た
こ
と
で
継
続
的
に
森
林
整
備
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
は
中
部

山
岳
国
立
公
園
内
に
位
置
し
、
本
協
定

に
よ
る
主
な
活
動
区
域
は
標
高
二
千

メ
ー
ト
ル
付
近
に
位
置
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
高
山
植
物
な
ど
稀
少
植
物
も
多

く
生
育
し
て
い
る
た
め
、
作
業
着
手
前

に
は
植
生
調
査
な
ど
を
行
い
、
植
生
の

復
元
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
慎
重

に
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

除
伐
し
た
枝
や
葉
は
土
砂
の
流
出
を
防

ぐ
た
め
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
沿

線
の
遊
歩
道
の
近
辺
に
敷
設
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

植
生
の
復
元
は
困
難
で
あ
り
、
事
後

の
検
証
も
長
い
年
月
を
か
け
て
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
本
協
定
を
機
に
地

域
に
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
今
年
度
の
活
動
は
、
七
月
末

に
予
定
し
て
お
り
、
倶
楽
部
や
関
係
機

関
と
も
協
働
で
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

「
風
と
せ
せ
ら
ぎ
の
森
林
」の
整
備
と

　「
立
山
天
空
の
森
」整
備
活
動
計
画
の

�

協
定
締
結

調印式の様子

除去した竹のチッパー粉砕作業

せせらぎの森林の作業終了



〈各地からの便り〉

【
北ほ
く
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

五
月
二
十
八
日
、
長
野
市
の
茶ち
ゃ

臼う
す
や
ま山

自
然
植
物
園
に
て
、長
野
県
植
樹
祭（
長

野
会
場
）・
長
野
地
域
森
林
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
元
の
信の

ぶ
さ
と里
み
ど
り
の
少

年
団
を
は
じ
め
、
林
業
関
係
者
や
協
賛

企
業
な
ど
約
百
十
名
が
参
加
し
、
晴
天

の
下
で
盛
大
に
実
施
さ
れ
、「
オ
オ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
」「
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
」「
ヤ
マ
モ
ミ

ジ
」「
オ
オ
モ
ミ
ジ
」「
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ

デ
」
の
五
種
類
の
苗
木
七
十
本
を
植
樹

し
ま
し
た
。

　

六
月
五
日
、
山
ノ
内
町
志
賀
高
原
蓮

池
ス
キ
ー
場
に
て
、「
第
八
回
信
州
志

賀
高
原
か
ら
始
ま
る
市い

ち
か
わ川
海え
び
ぞ
う
老
蔵
『
い

の
ち
を
守
る
森
』づ
く
り
」が
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
実
行
委
員
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
市
川
海
老
蔵
さ
ん
を
は
じ

め
、
公
募
に
よ
る
一
般
参
加
者
（
長
野

県
内
）、中
野
西
高
校（
植
樹
リ
ー
ダ
ー
）

の
生
徒
ら
約
五
百
人
が
参
加
し
、「
ミ

ズ
ナ
ラ
」「
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
」
な
ど
十
三

種
類
の
苗
木
三
千
本
を
植
樹
し
ま
し

た
。

管
内
の
各
地
で

�

植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

長野地域森林祭・みどりの少年団と力を合わせて風倒防止用の支柱を設置

式典の様子（中央が上局長）

ABMORI・作業後の記念写真

❺❻
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〈各地からの便り〉 　

六
月
十
八
日
、
下し
も
た
か
い
ぐ
ん

高
井
郡
木き
じ
ま
だ
い
ら
む
ら

島
平
村

池い
け

の
平
た
い
ら

地
区
に
て
、
北
信
州
森
林
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
木
島
平
村
の
み
ど
り
の
少

年
団
、
北
信
地
域
の
各
市
町
村
長
等
ら

約
百
三
十
人
が
参
加
し
、「
カ
ラ
マ
ツ
」

四
百
五
十
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
中
止
も
予
想
さ
れ
る
中
、
規
模
の
縮

小
や
検
温
、
消
毒
等
の
感
染
症
対
策
を

行
い
な
が
ら
実
施
さ
れ
た
三
箇
所
で
の

植
樹
祭
で
し
た
が
、
当
署
の
職
員
は
植

樹
祭
の
ス
タ
ッ
フ
や
植
樹
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
各
地
域
や
団
体
の
み
な
さ
ま
と

と
も
に
汗
を
流
し
、
地
域
の
緑
化
と
森

林
資
源
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

［
東と

う
し
ん信
森
林
管
理
署
］

　

六
月
十
一
日
、
北き
た
さ
く
ぐ
ん

佐
久
郡
立た
て
し
な
ま
ち

科
町
の

南な
ん
だ
い
ら平
公
園
に
て
、
佐
久
地
域
森
林
祭・

長
野
県
植
樹
祭（
佐
久
会
場
）が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

佐
久
地
域
森
林
祭
は
、
当
署
を
は
じ

め
、
佐
久
地
域
の
林
業
関
係
機
関
が
主

催
す
る
行
事
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
年
度
か
ら
長
野
県
植
樹
祭
が

地
域
毎
に
分
散
し
て
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
、合
同
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
立

科
町
長
か
ら
の
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、

地
元
小
学
生
の
み
ど
り
の
少
年
団
に
よ

る
「
み
ど
り
の
ふ
れ
あ
い
宣
言
」
に
は
、

参
加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

昨
年
、
一
昨
年
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
て
い
た
式

典
で
し
た
が
、
最
後
に
野
鳥
愛
護
の
精

神
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
、
み
ど
り
の
少

年
団
が
キ
ジ
の
放
鳥
を
行
い
、
和
や
か

な
雰
囲
気
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
植
樹
は
、
心
配
さ
れ
た
雨

に
降
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
来
賓
に
よ

る「
シ
ラ
カ
バ
」の
苗
木
の
記
念
植
樹
お

よ
び
約
三
百
名
の
参
加
者
全
員
で
「
カ

ラ
マ
ツ
」
の
コ
ン
テ
ナ
苗
を
、
額
の
汗

を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
丁
寧
に
植
え
付
け
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
十
年
後
、
二
十
年
後
の

成
長
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
佐
久
地

域
で
の
カ
ラ
マ
ツ
林
業
の
再
生
を
願

い
、
無
事
作
業
を
終
え
ま
し
た
。

佐
久
地
域
森
林
祭
・

�

長
野
県
植
樹
祭（
佐
久
会
場
）を
開
催

佐久地域森林祭・みどりの少年団による「みどりのふれあい宣言」

植樹祭スタッフとして、参加者の体調を確認

北信州森林祭・北信地域の市町村が協力してカラマツを植樹

❻
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〈各地からの便り〉

「
第
十
七
回
新
川
森
林
祭
」と

�
「
と
や
ま
森
の
祭
典
二
〇
二
二
」

【
富
山
森
林
管
理
署
】

　

五
月
二
十
八
日
、
富
山
県
魚う

お
づ
し
津
市
に

あ
る
魚
津
桃
山
運
動
公
園
に
お
い
て
、

第
十
七
回
新
川
森
林
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
八
日
に
当

運
動
公
園
に
お
い
て
第
六
十
八
回
全
国

植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
五
周

年
を
迎
え
た
今
年
度
に
お
い
て
も
、
大

切
な
日
本
の
国
土
を
次
の
世
代
に
継
承

し
て
い
こ
う
と
す
る
機
運
を
継
続
さ
せ

る
た
め
、
魚
津
市
制
施
行
七
十
周
年
記

念
行
事
と
し
て
開
催
さ
れ
た
森
林
祭
で

す
。

　

式
典
に
は
当
署
の
中な
か
し
ま島
署
長
が
出
席

し
、
新
川
地
域
の
林
業
関
係
者
や
魚
津

花
と
み
ど
り
の
少
年
団
な
ど
地
元
関
係

者
と
一
緒
に
サ
ツ
キ
ツ
ツ
ジ
を
植
樹
し

ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に
お
い
て
木
工

教
室
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
約
七
十
名

の
子
ど
も
た
ち
が
木
工
に
挑
戦
し
、
職

員
が
作
っ
た
見
本
を
参
考
に
し
つ
つ
、

と
て
も
独
創
的
な
作
品
を
製
作
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
久
し
ぶ
り
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
天

候
に
恵
ま
れ
、
親
子
づ
れ
の
参
加
者
に

も
木
工
教
室
は
好
評
で
、
楽
し
か
っ
た

と
い
う
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
め
に
水
分
や
塩
分
を
摂
る
な
ど
、
熱

中
症
対
策
を
し
な
が
ら
祭
典
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

二
日
連
続
と
な
る
木
工
教
室
で
し
た

が
、
そ
の
準
備
や
当
日
の
対
応
に
、
富

山
署
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

多
く
の
お
客
様
の
マ
ス
ク
越
し
の
笑
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

植樹するみどりの少年団と中島署長

木工教室のブース内の様子

親子で木工作品を製作する様子

　

翌
日
の
五
月
二
十
九
日
に
は
、
富
山

県
射い
み
ず
し
水
市
に
あ
る
県
民
公
園
太た
い
こ
う閤
山や
ま

ラ

ン
ド
に
お
い
て
、
富
山
県
及
び
と
や
ま

緑
化
推
進
機
構
が
主
催
す
る
「
と
や
ま

森
の
祭
典
二
〇
二
二
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
に
は
新に

っ
た
は
ち

田
八
朗ろ
う

富
山
県
知
事
を

は
じ
め
、
林
業
関
係
者
が
参
加
し
、
式

典
後
に
は
ア
ジ
サ
イ
が
植
樹
さ
れ
、
ア

ジ
サ
イ
の
苗
木
な
ど
の
無
償
配
布
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
、
ス
マ
ー
ト
林

業
な
ど
、
富
山
県
の
森
林
・
林
業
・
木

材
や
緑
化
に
関
す
る
展
示
の
ほ
か
、「
森

の
寺
子
屋
」「
樽
型
の
形
状
を
し
た
バ
レ

ル
サ
ウ
ナ
」「
伐
採
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）」

「
ド
ロ
ー
ン
」「
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」

「
し
い
た
け
の
植
菌
」な
ど
の
体
験
が
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

　

県
産
材
利
用
普
及
を
図
る
ブ
ー
ス
の

一
角
に
お
い
て
、
当
署
で
は
木
工
教
室

を
行
い
、
親
子
づ
れ
な
ど
約
五
十
名
に

グ
ル
ー
ガ
ン
を
使
用
し
て
木
工
ク
ラ
フ

ト
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
三
十
度
を
超
す
季
節
外
れ

の
真
夏
日
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら
マ
ス
ク
の
着

用
を
徹
底
し
て
い
た
た
め
、
職
員
は
こ

❼❽
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三
年
ぶ
り

�
金き

ん
か
ざ
ん

華
山
の
ご
み
ゼ
ロ
清
掃
活
動

想
定
外
の
多
さ
に
び
っ
く
り

�

国
有
林
ク
リ
ー
ン
活
動
実
施

参加者のみなさんに挨拶をする久保署長

クリーン活動後の記念撮影

【
岐ぎ

ふ阜
森
林
管
理
署
】

　
「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」
の
五
月
三
十
日
、

「
国
有
林
野
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」と
し
て
金

華
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
三
十
度
超
え
の
真
夏
日
と
な

り
ま
し
た
が
、
岐
阜
市
を
は
じ
め
関
係

事
業
体
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
六
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

頂
上
に
岐
阜
城
が
あ
る
金
華
山
は
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
な
ど
が
整
備
さ
れ
る
と

と
も
に
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
や
ア
ラ
カ
シ
な
ど

の
照
葉
樹
林
に
覆
わ
れ
た
豊
か
な
自
然

が
残
っ
て
お
り
、
周
辺
に
は
ド
ラ
イ
ブ

ウ
ェ
イ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
整
備

さ
れ
、
市
民
の
森
と
し
て
多
く
の
人
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

金
華
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
入
り
口
か

ら
展
望
台
ま
で
続
く
約
五
㌔
㍍
の
道
路

沿
い
の
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

を
歩
き
な
が
ら
拾
い
集
め
、
約
一
時
間

半
で
軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
の
ゴ
ミ
を
集

め
ま
し
た
。

　

金
華
山
に
お
い
て
の
清
掃
活
動
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
当
署
で
は
引
き
続
き
、
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
金
華
山
国
有
林

を
は
じ
め
、
管
内
の
国
有
林
の
美
化
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
と
も
国
有
林
で
多
く
の

方
々
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
、

山
を
訪
れ
た
際
に
は
ご
み
を
持
ち
帰
っ

て
い
た
だ
く
啓
発
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

【
飛ひ

だ騨
森
林
管
理
署
】

　

六
月
二
日
、
高
山
市
清き
よ
み
ち
ょ
う

見
町
に
所
在

す
る
彦ひ
こ

谷だ
に

国
有
林
及
び
隣
接
す
る
県
道

九
〇
号（
別
名
：
飛
騨
卯う

の
花は
な

街
道
）に

お
い
て
、
ク
リ
ー
ン
活
動
と
し
て
ゴ
ミ

拾
い
や
草
刈
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
に
は
当
署
の
職
員
に
加

え
、
名
古
屋
林
業
土
木
協
会
及
び
名
古

屋
造
林
素
材
生
産
事
業
協
会
の
会
員
な

ど
総
勢
四
十
七
名
が
参
加
し
、
晴
天
の

下
、
午
前
十
時
頃
よ
り
一
時
間
半
ほ
ど

の
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

事
前
の
下
見
で
は
、
ゴ
ミ
が
目
立
つ

感
じ
が
全
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
い

ざ
作
業
を
開
始
す
る
と
北
ア
ル
プ
ス
や

白
山
が
一
望
で
き
る
こ
と
で
有
名
な

猪い
ぶ
し
や
ま

臥
山
登
山
口
の
駐
車
場
や
飛
騨
市
に

抜
け
る
猪
臥
山
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口
付

近
の
駐
車
場
周
辺
に
は
、
お
弁
当
や
飲

み
物
の
ゴ
ミ
が
多
く
落
ち
て
お
り
、
手

持
ち
の
ゴ
ミ
袋
が
一
杯
に
な
っ
て
し
ま

う
方
が
い
る
ほ
ど
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま

し
た
。

　

結
局
、
作
業
を
終
え
て
持
ち
寄
っ
た

ゴ
ミ
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
が
一
杯

に
な
る
ほ
ど
の
量
に
な
り
、
一
同
は
そ

の
量
に
び
っ
く
り
！

　

山
菜
採
り
や
登
山
で
入
林
す
る
方
が

増
え
る
時
期
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ク

リ
ー
ン
と
な
っ
た
国
有
林
を
気
持
ち
よ

く
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
一
役
買
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
等
マ
ナ
ー

向
上
の
啓
発
に
取
り
組
み
つ
つ
、
ク

リ
ー
ン
活
動
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

〈各地からの便り〉
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〈各地からの便り〉

長
野
県
上あ

げ
ま
つ松
技
術
専
門
校
が

�

林
業
体
験
を
実
施

浜は
ま
ま
つ松
中
学
校
の
職
場
訪
問

除伐作業の指導を受ける生徒たち

国有林のことを学ぶ生徒たち

【
木き

そ曽
森
林
管
理
署
・

�

木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
】

　

六
月
三
日
、
長
野
県
上
松
技
術
専
門

校
の
訓
練
生
四
十
二
名
が
長
野
県
木き

そ曽

郡ぐ
ん

上あ
げ
ま
つ
ま
ち

松
町
小お
が
わ川
入い
り

国
有
林
で
林
業
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
林
業
体
験
は
、
木
工
分
野
へ
の

就
職
を
目
指
し
て
家
具
製
作
の
技
術
を

習
得
す
る
中
で
、
森
林
の
役
割
、
維
持

管
理
の
大
変
さ
や
木
曽
の
林
業
の
歴
史

を
学
び
、
木
材
を
大
切
に
活
用
す
る
意

識
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
同
校

が
企
画
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
ヒ
ノ
キ
三
十
年
生
の
林
で
除

伐
を
行
い
ま
し
た
。
五
班
に
分
か
れ
、

職
員
に
よ
る
ノ
コ
ギ
リ
の
使
い
方
と
安

全
上
の
注
意
点
を
確
認
後
、
作
業
を
開

始
し
ま
し
た
が
、
作
業
中
に
「
ヒ
ノ
キ

の
区
別
が
つ
か
な
い
。」と
の
質
問
が
あ

り
、
職
員
が
見
分
け
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー

す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
訓
練
生
は

ど
の
木
を
伐
る
か
相
談
し
な
が
ら
慎
重

に
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

作
業
開
始
時
に
は
鬱う
っ
そ
う蒼
と
し
て
い
た

林
内
で
し
た
が
、
終
了
時
に
は
見
違
え

る
ほ
ど
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
赤
沢
自
然
休
養
林
内

の
学
術
研
究
路
を
見
学
し
、
職
員
の
説

明
を
受
け
な
が
ら
赤
沢
の
ヒ
ノ
キ
林
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

訓
練
生
か
ら
は
「
林
業
体
験
は
大
変

だ
っ
た
が
達
成
感
が
あ
っ
た
。」と
い
う

感
想
や
、
引
率
の
先
生
か
ら
は
「
木
材

や
そ
れ
を
育
む
森
林
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
訓
練
生
に
好
評

だ
っ
た
。」と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

当
署
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
体

験
を
通
じ
て
、
人
材
育
成
の
一
助
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
く
考
え
で
す
。

【
中
ち
ゅ
う
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

六
月
九
日
、
静
岡
大
学
教
育
学
部
付

属
浜
松
中
学
校
二
年
生
の
四
名
が
体
験

学
習
の
た
め
に
来
署
し
ま
し
た
。

　

浜
松
中
学
校
で
は
、
調
査
・
探
求
活

動
の
一
環
と
し
て「
し
な
の
体
験
学
習
」

が
あ
り
ま
す
。「
社
会
を
支
え
る
と
は
」

を
テ
ー
マ
に
、
浜
松
地
域
と
は
異
な
る

環
境
の
も
と
で
、
生
活
を
支
え
る
人
々

と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
自
分
た
ち
の

生
活
を
見
つ
め
直
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

生
徒
の
う
ち
三
名
は
、
長
野
県
を
初

め
て
訪
れ
た
の
で
、
図
面
で
位
置
を
確

認
し
な
が
ら
、
国
有
林
野
事
業
や
当
署

の
管
内
概
要
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
か

た
む
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
輪
に
な
っ
て
座
り
、
生
徒

た
ち
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

森
林
や
林
業
、
自
然
保
護
等
の
疑
問
・

質
問
に
答
え
ま
し
た
。
ま
た
、「
仕
事

を
す
る
際
に
ど
ん
な
気
持
ち
を
持
っ
て

い
る
の
で
す
か
？
」「
仕
事
を
し
て
い
て

一
番
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
き
は
い
つ

で
す
か
？
」な
ど
の
質
問
に
対
し
て
は
、

体
験
談
を
交
え
て
話
を
し
ま
し
た
。

　

一
時
間
半
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た

が
、
今
回
の
体
験
を
生
か
し
て
、
生
徒

た
ち
が
ど
の
よ
う
に
考
え
、
行
動
し
、

ど
う
い
う
大
人
に
成
長
し
て
い
く
の

か
、
当
署
の
職
員
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
人
生
の
先
輩
と
し
て
エ
ー
ル
を
送

る
こ
と
が
で
き
、
森
林
づ
く
り
は
、
人

づ
く
り
に
も
な
る
と
思
い
ま
し
た
。
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木
が
全
部
食
べ
ら
れ
た
現
場
も
あ
り
、

被
害
は
深
刻
で
す
。

　

今
後
は
、
野
ウ
サ
ギ
の
食
害
対
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

自
然
相
手
で
思
い
通
り
に
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
植
え
た
木
が

育
っ
て
い
く
過
程
を
見
ら
れ
る
の
は
、

こ
の
仕
事
の
醍
醐
味
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
国
有
林
へ

就
職
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
素

晴
ら
し
い
森
林
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

国
有
林
の
現
場
の
最
前
線
で
、
働
く

森
林
官
の
仕
事
や
、
管
轄
す
る
地
域

の
特
色
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

シリーズ

森
林
官
か
ら
の
便
り

森
林
官
か
ら
の
便
り

〈シリーズ／森林官からの便り〉
【
愛あ
い
ち知
森
林
管
理
事
務
所

　

田た
ぐ
ち口
森
林
事
務
所
】

�

地
域
技
術
官　

山や
ま
ぐ
ち口　

力り
き
や也

　

田
口
森
林
事
務
所
は
、
通

つ
う
し
ょ
う称
奥お
く

三み
か
わ河

と
呼
ば
れ
る
東
三
河
北
東
部
の
山
間
部

の
の
ど
か
な
町
、
設し
た
ら
ち
ょ
う

楽
町
に
所
在
し
て

い
ま
す
。
当
森
林
事
務
所
で
管
轄
す
る

国
有
林
の
森
林
面
積
は
、
約
五
六
〇
〇

㌶（
設
楽
町
森
林
面
積
の
約
二
割
）で
あ

り
、
そ
の
中
で
も
一
番
面
積
が
広
い
の

は「
段だ

ん

戸ど

国
有
林
」で
す
。

　

段
戸
国
有
林
の
ほ
と
ん
ど
は
人
工
林

で
、
古
い
も
の
は
一
八
九
三
年
に
植
え

ら
れ
た
樹
齢
一
二
九
年
の
ヒ
ノ
キ
林
が

あ
り
、
最
古
の
造
林
地
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
毎
年
少
し
ず
つ
で
す
が
、
出
材

さ
れ
る
丸
太
を
「
段
戸
Ｓ
Ａ
Ｎ
」（
林
齢

が
百
年
を
超
え
る
木
材
）
と
表
記
し
、

出
材
し
て
お
り
、
市
場
で
の
人
気
も
高

く
、高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、段
戸
国
有
林
の
中
央
部
に
は
、

「
段
戸
裏う
ら

谷だ
に

原げ
ん
せ
い生
林り
ん

」
が
あ
り
、
樹
齢

二
〇
〇
年
以
上
の
モ
ミ
、
ツ
ガ
な
ど
の

常
緑
針
葉
樹
と
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な

ど
の
落
葉
広
葉
樹
が
共
生
す
る
天
然
林

で
あ
る
た
め
、
毎
年
多
く
の
人
た
ち
が

自
然
観
察
な
ど
に
訪
れ
、
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。

人工林がほとんどを占める段戸国有林

段戸裏谷原生林内の自然観察路

野ウサギの被害状況を調べる筆者

　

当
森
林
事
務
所
の
仕
事
は
、
国
有
林

の
境
界
を
見
回
る「
巡

じ
ゅ
ん
け
ん検」、
伐
採
す
る

木
の
材
積
な
ど
を
調
べ
る
「
収
し
ゅ
う
か
く穫

調ち
ょ
う
さ査
」、
事
業
体
に
発
注
し
た
森
林
整

備
事
業
等
の「
監
督
業
務
」の
ほ
か
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害
対
策
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
エ
リ
ア

が
急
激
に
広
が
っ
て
き
て
お
り
、
苗
木

の
食
害
が
増
え
、
対
策
と
し
て
忌き
ひ
ざ
い
避
剤

の
散さ
ん
ぷ布
、
獣
じ
ゅ
う
が
い害
防ぼ
う
ご護
柵さ
く

の
設
置
、
地
元

猟
友
会
の
協
力
を
得
て
、
く
く
り
罠
に

よ
る
捕
獲
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
で
は
野
ウ
サ
ギ
に
よ
る
食
害
も
出

始
め
て
お
り
、
二
年
前
に
新
植
し
た
苗

�
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「
キ
ハ
ダ
を
用
い
た
信
州
木
曽
の
伝
統
薬

　
『
百
ひ
ゃ
く
そ
う草 

・ 

百ひ
ゃ
く
そ
う
が
ん

草
丸
』を
未
来
へ
」

■
自
己
紹
介

　

長
野
県
木き

そ
ぐ
ん
曽
郡
木き
そ
む
ら
祖
村
薮や
ぶ

原は
ら

の
「
日ひ

野の

製せ
い
や
く薬
株
式
会
社
」
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。

　

弊
社
は
信
州
木
曽
に
古
く
か
ら
伝
わ

る
胃
腸
薬
の
百
草
、
百
草
丸
を
は
じ
め

と
す
る
生
薬
製
剤
を
製
造
、
販
売
し
て

い
ま
す
。

　

昭
和
二
十
二
年
に
曾
祖
父
、
祖
父
で

あ
る
十
代
、
十
一
代
日ひ

の野
文ぶ
ん

平ぺ
い

が
弊
社

を
設
立
し
、
今
年
創
立
七
十
五
周
年
を

迎
え
ま
す
。
日
頃
よ
り
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
多
く
の
皆
様
の
お
陰
と
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

企
業
の
皆
様
と
社
員
で
苗
木
九
百
本
を

植
樹
し
ま
し
た
。
更
に
今
年
初
め
て
の

取
り
組
み
と
し
て
、
木
祖
村
立
木
祖
小

学
校
の
五
、六
年
生
三
十
六
人
と
キ
ハ

ダ
植
樹
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
未

来
を
担
う
子
ど
も
達
が
、
木
曽
の
自
然

の
恵
み
や
、
薬
草
を
用
い
る
先
人
の
知

恵
を
知
り
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
一
助
と
な

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
子
ど

も
達
と
苗
木
一
〇
〇
本
を
植
樹
し
ま
し

た
。

　

皆
様
の
手
で
植
え
て
い
た
だ
い
た
キ

ハ
ダ
の
成
長
を
大
切
に
見
守
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

百
草
・
百
草
丸
の
主
成
分
は
、
ミ
カ

ン
科
の
落
葉
高
木
キ
ハ
ダ
の
周
皮
を
除

い
た
樹
皮
で
あ
る
生
薬「
オ
ウ
バ
ク
」で

す
。
こ
れ
ら
の
生
薬
製
剤
を
つ
く
り
続

け
、
未
来
へ
継
承
す
る
た
め
、
キ
ハ
ダ

は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
信
州
木
曽

の
豊
か
な
自
然
と
風
土
の
中
で
キ
ハ
ダ

を
大
切
に
育
て
、
将
来
の
薬
づ
く
り
に

生
か
し
、
多
く
の
方
々
の
健
康
長
寿
に

お
役
立
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
願
い
を

込
め
て
、
キ

ハ
ダ
の
植
樹

を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
キ
ハ

ダ
の
植
樹
か

ら
生
育
ま
で

の
長
年
の
年
月
を
、
木
曽
の
森
、
土
、

水
に
つ
い
て
の
学
び
の
期
間
と
と
ら

え
、
情
報
の
収
集
、
蓄
積
、
発
信
な
ら

び
に
学
習
機
会
の
提
供
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
や
ぶ
は
ら
高
原
ス
キ
ー
場

ゲ
レ
ン
デ
跡
地
で
、
地
域
行
政
、
団
体
、

■
メ
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キ
ハ
ダ
の
成
長
に
は
約
二
十
五
年
の

歳
月
を
要
し
ま
す
。
弊
社
が
創
立

一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
時
、
今
回
の
キ

ハ
ダ
で
百
草
、
百
草
丸
を
つ
く
り
、
お

客
様
へ
ご
提
供
し
、
体
験
学
習
に
参
加

し
た
子
ど
も
達
に
贈
る
こ
と
が
私
ど
も

の
夢
で
す
。

　

国
内
産
の
オ
ウ
バ
ク
は
年
々
希
少
に

な
っ
て
い
ま
す
。
樹
皮
の
み
な
ら
ず
、

木
部
も
含
む
キ
ハ
ダ
全
体
を
利
活
用
す

る
方
法
を
模
索
す
る
こ
と
が
、
将
来
の

安
定
的
な
原
料
確
保
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

自
然
の
恵
み
を
用
い

て
健
康
を
維
持
す
る
こ

と
は
、
先
人
か
ら
伝
わ

る
大
切
な
暮
ら
し
の
知

恵
で
あ
り
、
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
弊
社
で
は
百

草
・
百
草
丸
づ
く
り
を
通
し
て
こ
れ
に

貢
献
す
べ
く
、
社
員
一
同
よ
り
一
層
社

業
に
精
励
し
、
研
鑽
を
積
ん
で
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

〇
連
絡
先

　

長
野
県
木
曽
郡
木
祖
村
薮
原
１
５
９
８
番
地

　

０
２
６
４
―

３
６
―

３
３
１
１

　

製
品
の
ご
注
文　

０
１
２
０
―

３
６
―

３
３
１
０

　

https://hino-seiyaku.com

日野製薬株式会社
代表取締役社長

石
い し ぐ ろ

黒 和
わ か こ

佳子

シリーズ

「
私
の
森
語
り
」

「
私
の
森
語
り
」

も
り
か
た

も
り
か
た

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

キハダから採取した生薬「オウバク」

５月23日　キハダ植樹体験学習
（木祖小学校５・６年生の子ども達とともに ）

百草・百草丸
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キ
ハ
ダ
の
成
長
に
は
約
二
十
五
年
の

歳
月
を
要
し
ま
す
。
弊
社
が
創
立

一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
時
、
今
回
の
キ

ハ
ダ
で
百
草
、
百
草
丸
を
つ
く
り
、
お

客
様
へ
ご
提
供
し
、
体
験
学
習
に
参
加

し
た
子
ど
も
達
に
贈
る
こ
と
が
私
ど
も

の
夢
で
す
。

　

国
内
産
の
オ
ウ
バ
ク
は
年
々
希
少
に

な
っ
て
い
ま
す
。
樹
皮
の
み
な
ら
ず
、

木
部
も
含
む
キ
ハ
ダ
全
体
を
利
活
用
す

る
方
法
を
模
索
す
る
こ
と
が
、
将
来
の

安
定
的
な
原
料
確
保
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

自
然
の
恵
み
を
用
い

て
健
康
を
維
持
す
る
こ

と
は
、
先
人
か
ら
伝
わ

る
大
切
な
暮
ら
し
の
知

恵
で
あ
り
、
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
弊
社
で
は
百

草
・
百
草
丸
づ
く
り
を
通
し
て
こ
れ
に

貢
献
す
べ
く
、
社
員
一
同
よ
り
一
層
社

業
に
精
励
し
、
研
鑽
を
積
ん
で
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

〇
連
絡
先

　

長
野
県
木
曽
郡
木
祖
村
薮
原
１
５
９
８
番
地

　

０
２
６
４
―

３
６
―

３
３
１
１

　

製
品
の
ご
注
文　

０
１
２
０
―

３
６
―

３
３
１
０

　

https://hino-seiyaku.com

　国有林野には、世界自然遺産を始めとする原生的な森林生態系を有する森林や、希少な野生生
物の生育・生息の場となっている森林が多く残されています。
　国有林野事業では、1915 年（大正４年）以降、こうした貴重な森林を「保護林」として設定し、
森林や野生生物等の状況変化に関する定期的なモニタリング調査を実施して、森林の厳格な保護・
管理を行っています。

お問い合わせ先：計画保全部計画課  ダイヤルイン：026-236-2612
※詳細は、ＱＲコードを
　読み込んでください。

※自然保護のため、詳細な位置情報
　は掲載しておりません。

所在地
　長野県松本市、岐阜県高山市

★

複
合
火
山
の
特
異
な
環
境
の
植
物
群
落 
複
合
火
山
の
特
異
な
環
境
の
植
物
群
落 

乗
鞍
岳

　

 

生
物
群
集
保
護
林

乗
鞍
岳

　

 

生
物
群
集
保
護
林

の
り
く
ら
だ
け

の
り
く
ら
だ
け

設
定
目
的

　
乗の
り
く
ら
だ
け

鞍
岳
は
長
野
県
松ま
つ
も
と本
市
と
岐
阜
県
高た
か
や
ま山
市
に
ま
た
が
る
剣け
ん
が
み
ね

ヶ
峰

（
三
、〇
二
六
㍍
）
を
主
峰
と
す
る
、
複
数
の
火
山
が
組
み
合
わ
さ
っ

て
一
つ
の
火
山
体
と
な
っ
て
い
る
複
合
火
山
で
す
。
そ
の
た
め
、
溶

岩
流
で
形
成
さ
れ
た
乗
鞍
高
原
等
の
平
原
や
、
カ
ル
デ
ラ
（
湖
沼
）

な
ど
特
徴
あ
る
地
形
が
見
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
特
異
な
環
境
で
生
育

す
る
亜
高
山
帯
か
ら
高
山
帯
の
植
物
群
落
を
一
体
的
に
保
護
し
て
い

ま
す
。

　
地
況
・
林
況

　
乗
鞍
岳
は
火
山
と
し
て
は
富
士
山（
三
、七
七
六
㍍
）、御お
ん
た
け
さ
ん

嶽
山（
三
、

〇
六
七
㍍
）
に
次
ぐ
高
さ
で
、
日
本
百
名
山
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

保
護
林
は
乗
鞍
岳
か
ら
北
に
延
び
る
稜
線
の
東
斜
面
（
長
野
県

側
）
と
西
斜
面
（
岐
阜
県
側
）
に
位
置
し
ま
す
。
保
護
林
下
部
は
、

シ
ラ
ビ
ソ
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
、
ト
ウ
ヒ
、
コ
メ
ツ
ガ
か
ら
な
る
亜
高

山
帯
針
葉
樹
林
を
形
成
し
、
標
高
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
ダ
ケ
カ
ン

バ
群
落
へ
移
行
し
ま
す
。
保
護
林
上
部
は
高
山
帯
と
な
り
、標
高
二
、

五
〇
〇
㍍
前
後
よ
り
広
大
な
ハ
イ
マ
ツ
群
落
や
ミ
ヤ
マ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ

等
の
高
山
植
物
か
ら
な
る
雪せ
つ
で
ん田
草
原
を
形
成
し
ま
す
。

中
部
の
保
護
林（
第
15
回
）

シリー
ズ
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砥石で鎌を研ぐ風景（旧名古屋営林局管内）

背負い式の刈払機（昭和37年・旧長野営林局管内）

「
下し
た
が刈
り
」

　

植
栽
し
た
苗
木
の
成
長
が
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に

雑
草
木
を
刈
り
払
う
作
業
が
下
刈
り
で
す
。
植
栽
し

て
か
ら
数
年
間
、
毎
年
、
夏
季
に
行
わ
れ
る
作
業
で

す
が
、
暑
い
中
で
の
作
業
に
な
る
こ
と
も
多
い
た
め
、

林
業
の
中
で
も
最
も
つ
ら
い
作
業
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

か
つ
て
は
人
が
大
鎌
を
振
っ
て
下
草
を
刈
り
払
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
作
業
者
の
力
量
以
外
で
も
、

使
う
鎌
が
上
手
く
研
げ
て
い
る
か
ど
う
か
で
作
業
効

率
が
大
き
く
異
な
り
、
作
業
途
中
で
あ
っ
て
も
鎌
が

切
れ
な
く
な
れ
ば
砥
石
で
研
ぐ
も
の
で
し
た
。

　

昭
和
三
十
年
代
中
頃
か
ら
国
有
林
で
も
ガ
ソ
リ
ン

エ
ン
ジ
ン
の
刈か

り
は
ら
い
き

払
機
（
下
刈
り
用
の
機
械
）
が
導
入
さ

れ
始
め
ま
し
た
。
肩
掛
け
式
の
刈
払
機
は
現
在
で
も

見
ら
れ
ま
す
が
、
背
負
い
式
の
刈
払
機
が
使
わ
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
時
代
が
経
つ
に
つ
れ

電
池
式
の
電
動
刈
払
機
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

刈
払
機
が
使
わ
れ
出
す
よ
う
に
な
っ
て
も
な
お
、

大
鎌
を
使
っ
た
作
業
は
続
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
急
斜

面
や
太
い
雑
草
木
の
箇
所
な
ど
、
大
鎌
で
行
っ
た
方

が
効
率
的
な
現
場
も
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
木
の
伐
採

や
運
搬
は
林
業
の
機
械
化
と
と
も
に
大
き
く
効
率
が

上
が
り
ま
し
た
が
、
下
刈
り
な
ど
の
造
林
作
業
を
よ

り
効
率
化
す
る
こ
と
は
現
代
で
も
な
お
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今 

は 

昔 

の 

林 

業

今 

は 

昔 

の 

林 

業

中
部
森
林
管
理
局
技
術
普
及
課

　
　
　

  

井
上 

日
呂
登

第15回

い
の
う
え

ひ

　
　ろ

　
　と

シリーズ
秘
蔵
写
真

秘
蔵
写
真

　

こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
写
真
は
、
当
局
サ
イ
ト

「
モ
ノ
ク
ロ
森
林
紀
行
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
写
真
の
な
い
時
代
へ
時
を
超
え

て
！
む
か
～
し
の
写
真
を
紹
介
す

る
サ
イ
ト
で
す
。

　

当
サ
イ
ト
へ
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　今
は
昔
、山
村
に
暮
ら
す
人
々
と
そ
の
生
業
と
し
て
の

林
業
を
当
局
秘
蔵
の
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
三
十
九
年
の
下
刈
風
景

（
現
在
の
飛
騨
森
林
管
理
署
管
内
）

真
夏
の
下
刈
り



　「中部の森林　林業従事者写真コンテスト」　の写真募集が始まりました！！！
　あれは３ヶ月前、富山署から局に赴任してきて間もない時の出来事です。
　デジタル森林紀行（デジ森）の美しい風景写真、そして、過去へタイムスリップできるモノク
ロ森林紀行の写真と映像を紹介している中部局のホームページ☆彡
　これからも内容を充実させて、みなさんに紹介していきたいと考えていたところ、「山で働く
人の現在の写真があまり無いから、コンテストで募集して、ホームページで紹介したらどうか
な？」とのお話が･･･。
　そんな急にコンテスト開催なんてできるの？(^▽^;) と思いながらも、山の仕事を知ってもらい
たい、山で働く姿を見てもらいたい、そして自分も見たいという気持ちが強く、特設チームの

一員として準備を進めてきました。１枚でも多くの写真をご応募いただけたら
嬉しいですが、一番の願いはやはり健康安全です。
　林業従事者のみなさま、山の作業も写真撮影も安全第一でお願いします。

編 集 長 だ よ り （中部の森林へのご意見・ご要望等の投稿は、
migoro＠maff.go.jpまで電子メールでお送りください。）

デジ森への入場ゲートは、左のＱＲコードを読み込んでください。 　２７.「コバイケイソウと中央アルプス」（南信署管内）

デジ森デジ森 テーマ「青」テーマ「青」
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◇
自
己
㏚
：（
趣
味
や
特
技
な
ど
）

　

好
き
な
こ
と
は
編
物
、
運
動
不
足
な

の
で
太
極
拳
を
始
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

で
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
が
頑
張
り
ま

す
。

◇
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に

�

応
募
い
た
だ
い
た
理
由

　

自
然
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
長
野
県

で
開
催
さ
れ
た
全
国
植
樹
祭
を
見
て
大

感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
信
州
花
フ
ェ

ス
タ
二
〇
一
九
に
は
十
回
以
上
行
き
ま

し
た
が
、
近
け
れ
ば
毎
日
で
も
行
き
た

か
っ
た
で
す
。
自
然
に
ふ
れ
た
い
し
、

自
然
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。

◇
国
有
林
に
期
待
す
る
こ
と

　

国
の
大
切
な
資
源
、
森
林
、
自
然
を

残
し
て
お
き
た
い
で
す
。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
ご
紹
介

星
ほしの

野　暁
あけ

美
み

（長野県）

　

広
報「
中
部
の
森
林
」１
９
７
号
の「
お

役
に
立
ち
ま
す
国
有
林
」、
２
１
３
号
の

「
特
集　

現
地
検
討
会
」
で
ご
紹
介
し
た

『
独ど
く
り
つ立
基き
そ
が
た
礎
型
流
な
が
れ

木ぎ

捕ほ

捉そ
く

工こ
う

』に
つ
い
て

の
取
組
が
今
年
度
の
優
良
職
員
表
彰
と

し
て
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
！

　

六
月
二
十
七
日
、
局
長
室
に
お
い
て

表
彰
状
の
授
与
式
が
行
わ
れ
、
藤ふ
じ
わ
ら原
治

山
課
長
が
代
表
し
て
賞
状
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

【
受
賞
対
象
】

　
「
新
た
な
流
木
捕
捉
技
術
『
独
立
基
礎

型
流
木
捕
捉
工
』
の
考
案
と
調
査
、
技
術

資
料
の
公
表
」

【
受
賞
者
】

　

計
画
保
全
部
治
山
課
・

　

富
山
森
林
管
理
署
・
中
信
森
林
管
理
署

　

岐
阜
森
林
管
理
署
・
東
濃
森
林
管
理
署

　

独
立
基
礎
型
流
木
捕
捉
工
は
、
平
成

二
十
九
年
の
九
州
豪
雨
に
よ
る
甚
大
な

流
木
災
害
等
の
発
生
を
受
け
て
考
案
さ

れ
た
も
の
で
、
短
期
間
に
安
全
に
設
置

可
能
で
、
効
率
よ
く
流
木
を
捕
捉
で
き

る
よ
う
に
開
発
さ
れ
、
設
計
・
施
工
等

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
策
定
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
本
工
法
を
各
地
で
参
考
に
し

て
も
ら
う
た
め
、
七
月
七
日
に
は
、
当

局
及
び
九
州
森
林
管
理
局
の
職
員
を
対

象
と
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
、
流
木
災
害
の
事
前
防
災
・

減
災
対
策
の
実
現
に
向
け
、
施
工
現
場

を
確
認
し
な
が
ら
更
な
る
工
夫
を
検
討

し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
の
安
全
を

確
保
し
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
各

地
で
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

令
和
四
年
度

 

　
　
優
良
職
員
等
表
彰

上局長から表彰状を受け取る治山課の職員



東信森林管理署
（佐久市）

中信森林管理署
（松本市）

南木曽支署
（木曽郡南木曽町）

木曽森林管理署
（木曽郡上松町）

飛騨森林管理署
（高山市）

岐阜森林管理署
（下呂市）

東濃森林管理署
（中津川市）

名古屋事務所
（名古屋市）

愛知森林管理事務所
（新城市）

森林技術・支援センター
（下呂市）

木曽森林ふれあい推進センター
（木曽郡木曽町）

伊那谷総合治山事業所
（飯田市）

中部森林管理局
（長野市）

富山森林管理署
（富山市）

北信森林管理署
（飯山市）

南信森林管理署
（伊那市）

（　）は庁舎所在市町村

名 古 屋 事 務 所 〒456-8620 愛知県名古屋市熱田区熱田西町1-20 TEL 050-3160-6660 FAX 052-683-9269
富 山 森 林 管 理 署 〒939-8214 富山県富山市黒崎字塚田割591-2 TEL 050-3160-6080 FAX 076-424-4934
北 信 森 林 管 理 署 〒389-2253 長野県飯山市大字飯山1090-1 TEL 050-3160-6045 FAX 0269-62-4144
中 信 森 林 管 理 署 〒390-0852 長野県松本市島立1256-1 TEL 050-3160-6050 FAX 0263-47-4754
東 信 森 林 管 理 署 〒384-0301 長野県佐久市臼田1822 TEL 050-3160-6055 FAX 0267-82-6959
南 信 森 林 管 理 署 〒396-0023 長野県伊那市山寺1499-1 TEL 050-3160-6060 FAX 0265-72-7774
木 曽 森 林 管 理 署 〒399-5604 長野県木曽郡上松町正島町1-4-1 TEL 050-3160-6065 FAX 0264-52-2582
南　　木　　曽　　支　　署 〒399-5301 長野県木曽郡南木曽町読書3650-2 TEL 050-3160-6070 FAX 0264-57-2686
飛 騨 森 林 管 理 署 〒506-0031 岐阜県高山市西之一色町3丁目747-3 TEL 050-3160-6085 FAX 0577-34-8932
岐 阜 森 林 管 理 署 〒509-3106 岐阜県下呂市小坂町大島1643-2 TEL 050-3160-6090 FAX 0576-62-2503
東 濃 森 林 管 理 署 〒508-0351 岐阜県中津川市付知町8577-4 TEL 050-3160-5675 FAX 0573-82-2109
愛 知 森 林 管 理 事 務 所 〒441-1331 愛知県新城市庭野字東萩野49-2 TEL 0536-22-1101 FAX 0536-23-2254
森 林 技 術 ・ 支 援 セ ン タ ー 〒509-2202 岐阜県下呂市森876-1 TEL 050-3160-6095 FAX 0576-25-2420
木曽森林ふれあい推進センター 〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島1250-7 TEL 0264-22-2122 FAX 0264-21-3151
伊 那 谷 総 合 治 山 事 業 所 〒395-0001 長野県飯田市座光寺5152-1 TEL 050-3160-6075 FAX 0265-22-0149

発行：林野庁 中部森林管理局
編集：総務課 広報
〒 380-8575 長野県長野市栗田 715-5
電話：026-236-2531
FAX：026-236-2733
http://rinya.maff.go.jp/chubu/

メールマガジンに登録いただくと、広報「中部の森林」を
発行日と同時にデジタル版を毎月配信します。

（毎月 10 日発行※編集の都合で、発行日が遅れることもあります）
登録サイト https://mailmag.maff.go.jp/m/entry
または、右のＱＲコードを読み込んでください。

中
部
森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、

以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

中部森林管理局
ホームページ

広報
「中部の森林」

用語の解説
本誌文中に掲載して
いる主な専門用語・
業界用語を解説。

本誌に使われている紙は、日本の森林を育てるために間伐材を積極的に使用しています。

第 215号 令和４年２月


